
- -1

（
外
交
防
衛
委
員
会
）

国
際
刑
事
裁
判
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す
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ロ
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規
程
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件
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閣
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号
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衆
議
院

）

送
付
）
要
旨

こ
の
規
程
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
及
び
ル
ワ
ン
ダ
に
お
け
る
大
量
虐
殺
等
の
事
件
の
発
生
を
機
に
国
際
的
な
刑
事
法
廷
の

設
立
に
対
す
る
国
際
的
な
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）
七
月
、
国
際
連
合
の
主
催
に
よ

り
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
外
交
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
二
年
（
平
成
十
四
年
）
七
月
に
効
力
を
発

生
し
た
。
こ
の
規
程
は
、
前
文
、
本
文
百
二
十
八
箇
条
及
び
末
文
か
ら
成
り
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
こ
の
規
程
に
よ
り
国
際
刑
事
裁
判
所
（
以
下
「
裁
判
所
」
と
い
う

）
を
設
立
し
、
そ
の
所
在
地
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ

。

と
す
る
。
裁
判
所
は
、
常
設
機
関
と
し
、
国
家
の
刑
事
裁
判
権
を
補
完
す
る
。

二
、
裁
判
所
は
、
こ
の
規
程
に
基
づ
き
、
集
団
殺
害
犯
罪
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
、
戦
争
犯
罪
及
び
侵
略
犯
罪
に
つ
い
て
管
轄

権
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
侵
略
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
そ
の
定
義
及
び
管
轄
権
行
使
の
条
件
を
定
め
る
規
定
が
採
択
さ
れ
た
後

に
、
裁
判
所
は
管
轄
権
を
行
使
す
る
。

三
、
こ
の
規
程
の
締
約
国
と
な
る
国
は
、
前
記
二
の
犯
罪
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
管
轄
権
を
受
諾
す
る
。
裁
判
所
は
、
後
記
四
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の
１
又
は
３
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
１
又
は
２
に
掲
げ
る
国
の
一
又
は
二
以
上
が
こ
の
規
程
の
締
約
国
で
あ
る
と
き
又
は

非
締
約
国
で
あ
っ
て
も
裁
判
所
の
管
轄
権
を
受
諾
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

領
域
内
に
お
い
て
問
題
と
な
る
行
為
が
発
生
し
た
国
又
は
犯
罪
が
船
舶
内
若
し
く
は
航
空
機
内
で
行
わ
れ
た
場
合
の
当

該
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
の
登
録
国

２

犯
罪
の
被
疑
者
の
国
籍
国

四
、
裁
判
所
は
、
次
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
規
程
に
基
づ
き
、
前
記
二
の
犯
罪
に
つ
い
て
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

１

締
約
国
が
こ
れ
ら
の
犯
罪
の
一
又
は
二
以
上
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
事
態
を
検
察
官
に
付
託
す
る
場
合

２

国
際
連
合
憲
章
第
七
章
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
安
全
保
障
理
事
会
が
こ
れ
ら
の
犯
罪
の
一
又
は
二
以
上
が
行
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
事
態
を
検
察
官
に
付
託
す
る
場
合

３

検
察
官
が
こ
れ
ら
の
犯
罪
に
関
す
る
捜
査
に
着
手
し
た
場
合

五
、
裁
判
所
は
、
次
の
場
合
に
は
、
事
件
を
受
理
し
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
。

１

当
該
事
件
が
そ
れ
に
つ
い
て
の
管
轄
権
を
有
す
る
国
に
よ
っ
て
現
に
捜
査
さ
れ
、
又
は
訴
追
さ
れ
て
い
る
場
合
。
た
だ
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し
、
当
該
国
に
そ
の
捜
査
又
は
訴
追
を
真
に
行
う
意
思
又
は
能
力
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

当
該
事
件
が
そ
れ
に
つ
い
て
の
管
轄
権
を
有
す
る
国
に
よ
っ
て
既
に
捜
査
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
国
が
被
疑
者
を
訴
追
し

な
い
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
場
合
。
た
だ
し
、
そ
の
決
定
が
当
該
国
に
訴
追
を
真
に
行
う
意
思
又
は
能
力
が
な
い
こ
と
に

起
因
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

被
疑
者
が
訴
え
の
対
象
と
な
る
行
為
に
つ
い
て
既
に
裁
判
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
一
事
不
再
理
に
関
す
る
規
定
に
よ

り
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

４

当
該
事
件
が
裁
判
所
に
よ
る
新
た
な
措
置
を
正
当
化
す
る
十
分
な
重
大
性
を
有
し
な
い
場
合

六
、
裁
判
所
は
、
裁
判
所
長
会
議
、
上
訴
裁
判
部
門
、
第
一
審
裁
判
部
門
、
予
審
裁
判
部
門
、
検
察
局
及
び
書
記
局
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
。

七
、
裁
判
所
は
、
真
実
を
述
べ
る
義
務
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
虚
偽
の
証
言
を
行
う
こ
と
等
、
そ
の
裁
判
の
運
営
に
対
す

る
犯
罪
で
あ
っ
て
故
意
に
行
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
。
締
約
国
は
、
自
国
の
捜
査
上
又
は
司
法
上
の
手
続

の
健
全
性
に
係
る
犯
罪
を
処
罰
す
る
自
国
の
刑
事
法
の
適
用
範
囲
を
、
こ
れ
ら
の
裁
判
の
運
営
に
対
す
る
犯
罪
で
あ
っ
て
自

国
の
領
域
に
お
い
て
又
は
自
国
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
ま
で
拡
張
す
る
。
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八
、
裁
判
所
は
、
前
記
二
の
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
の
判
決
を
受
け
た
者
に
対
し
、
最
長
三
十
年
を
超
え
な
い
特
定
の
年
数
の
拘

禁
刑
又
は
犯
罪
の
極
度
の
重
大
さ
及
び
当
該
有
罪
の
判
決
を
受
け
た
者
の
個
別
の
事
情
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
と
き
は
終

身
の
拘
禁
刑
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
刑
罰
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
罰
金
並
び
に
前
記
二
の
犯
罪
に
よ
っ
て
直
接
又
は

間
接
に
生
じ
た
収
益
、
財
産
及
び
資
産
の
没
収
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
、
締
約
国
は
、
こ
の
規
程
に
従
い
、
裁
判
所
の
管
轄
権
の
範
囲
内
に
あ
る
犯
罪
に
つ
い
て
裁
判
所
が
行
う
捜
査
及
び
訴
追
に

お
い
て
、
裁
判
所
に
対
し
十
分
に
協
力
す
る
。

十
、
裁
判
所
は
、
締
約
国
に
対
し
て
協
力
を
求
め
る
権
限
を
有
す
る
。
こ
の
よ
う
な
請
求
に
つ
い
て
は
、
外
交
上
の
経
路
又
は

、

、

。

、

各
締
約
国
が
批
准

受
諾

承
認
又
は
加
入
の
際
に
指
定
す
る
他
の
適
当
な
経
路
を
通
じ
て
送
付
す
る

請
求
に
つ
い
て
は

適
当
な
場
合
に
は
、
国
際
刑
事
警
察
機
構
又
は
適
当
な
地
域
的
機
関
を
通
じ
て
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
一
、
締
約
国
の
分
担
金
に
つ
い
て
は
、
合
意
す
る
分
担
率
に
従
っ
て
決
定
す
る
。
合
意
す
る
分
担
率
は
、
国
際
連
合
が
そ
の

通
常
予
算
の
た
め
に
採
択
し
た
分
担
率
を
基
礎
と
し
、
か
つ
、
当
該
分
担
率
が
立
脚
す
る
原
則
に
従
っ
て
調
整
さ
れ
る
。

十
二
、
国
際
連
合
事
務
総
長
は
、
こ
の
規
程
の
効
力
発
生
の
後
七
年
目
に
こ
の
規
程
の
改
正
を
審
議
す
る
た
め
に
検
討
会
議
を

招
集
す
る
。
こ
の
規
程
の
検
討
に
は
、
少
な
く
と
も
前
記
二
の
犯
罪
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。


